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腸問丸被蓋細胞におけるゴルジ装置

　金沢大学医学部病理学教室（主任　渡辺四郎教授）

医学士　今　　泉　　厚　　二
　　　　　　　（昭和32年8月12日受付）

　　　Morphological　Studies　of　the　Golgi－Body

　　　　of　the　Serous　Cells　in　Mesentriurns

　　　　　　　　　　KOJI　IMAIZUMI
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　　　　　　（D‘rθ6‘・r：Pr（ゾDr．8励。耳7αfαηα6θ）

（本研究の要旨は昭和29年4月第42回日本病理学会総会に発表，

　　　　　昭和30年11月第9回北陸医学会に発表）

1．緒

　1898年にGolgiは“reazione　nera”と称してStr三k

且ammeaのPurkinje氏細胞の核の周囲に黒く銀を還

元するゴルジ装置を発見して以来，Caja1（1907），　Da

Fano（ig22）を始め多数の研究者が鍍銀法を以てゴル

ジ装置が網状形であることを認め，Kopsch（1902），

Sj6vall（1906），Weig1（1912）等は鍍オスミウム法を

以てやはり同じ形態の装置を観察した．一方Ho1・

mgren（1899）は主として神経細胞をレゾルシン・フ

クシンで染色してゴルジ装置の位置に中空の細管を認

めゴルジ装置なるものはトロフォスポンギウムである

と唱え，又Parat－Painlev6（1924）はChifonomusの

幼虫の唾腺細胞を中性赤の淡い溶液で生体染色を施す

とゴルジ装置の位置に一致して赤染される穎粒を認

めゴルジ装置の形態はヴァクオームであるといい，

Walker－Allen（1927），　Cove11－Scott（1928）等もヴァ

クオームの固定後の人工的産物がゴルジ装置であると

主張した．．最近Porter，　Claude　and　Fullam（1945）

等は組織培養した細胞を電子顕微鏡で観察し，ゴルジ

言

装置は角張つた輪廓の二黒の小体からなると指摘し

ている．而して現在に至る迄多数の学者により殆んど

すべての組織細胞においてその観察を試みられて来た

が，その報ずるところは種々様々であって，従って形

態学的立脚点について統一的観念を得ることは容易で

はない．これ畢寛，標本の作成法に対する認識を欠く

ためであろうと思われる．即ち，切片及び単一的染色

標本によっては装置の断面像或いはその一部を観察す

ることになり，ゴルジ装置の真の形態の捕捉が困難と

なるのである，

　ここにおいて私は未だ報告のない腸間膜被蓋細胞の

ゴルジ装置の原型を古典的な鍍銀法やオスミウム浸漬

法及び二，三の色素による染色法等を用いて検：出して

その形態的関係を比較吟味し，而も細胞を切ることな

く立体的に観察し，且つ生理的及び刺戟時における発

育過程をも追求して聯か知見を得たのでここに報告す

る次第である．

皿．材料及び研究方法

　成熟した海獲，白鼠，二十日置，盛衰を以て平常時

における腸間膜被蓋細胞のゴルジ装置の形態を観察

し，又家難によりその生理的並びに刺戟時の発育過程

を追求検索した．

　1．平常時の観察

　健常な成熟動物の材料を鍍銀法及びオスミウム浸漬

法を以て検出したが，海法のもののみはその外：Neu・

tralrot染色とLightgreen　SF　yellowish染色をも
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施した．

　2．生理的発育時の観察

　オスミウム浸漬法により健常な家難の生後3日目，

10日目，40日目，60日目のものを比較した．

　3．刺戟時の発育過程の観察

　墨刺を生理的食塩水で稀釈し，その稀釈液を滅菌濾

過してその0・5ccを生後3日，15日，60日目の家難に

注入，又その常灯め6時間，12時間，24時間後のもの

を夫々追求観察した．

　4．染色法

　鍍銀法は先ず動物を背位に固定し，股動脈を切断し

て脱血を行い，然る後正中線において腹部を開き，

素早く諸刃と共に腸間膜を0．75％亜砒酸水溶液40cc，

炭酸カルシウムで中性にしたホルマリン10ccからな

る固定液に浸し，2時間後腸間膜を諸腸から切り離し

て適当な大いさの小片となし，それらの小片を再び新

鮮な固定液に移して1時間放置する．蒸溜水で数秒間

水洗後1％になるようにゲラチンを加えた2％硝酸銀

水溶液中に6時間浸漬する．次いで瞬時水洗後ヒドロ

キノン1．09，中性ホルマリン6．Occ，無水亜硫酸ナト

リウム0．1・》0．259，ゲラチン1．09，蒸溜水100ccか

らなる還元剤（但し無水亜硫酸ナトリウムの量は液体

の淡黄色を呈する迄の最小量とする）で還元すること

1時間，蒸溜水に入れて約10分間，還元液を洗い去っ

た後，1000～2000倍の塩化金の稀釈溶液に入れ，一

寸水洗を行って3％のハイポ水溶液に移す．充分水洗

後上昇アルコールを通じて脱水，キシロールで透徹

し，カバーグラスに載せバルサムで封入する，以上の

操作上注意すべきことは，固定，鍍銀及び還元に際し

ては遮光して氷室で行い，溶媒及び水洗に用うる蒸溜

水はすべて再蒸溜水を使用する．又切片の掬入の操作

は組織の損傷を防ぐため硝子棒を用い，移し換えの前

後は必ず清拭しなければならない．

　オスミウム浸漬法の時は，開腹後素早く腸問膜を

37。C，加温Tyrode液に浸：したその面滑らかな紙上に

無理なく伸べ拡げ，腸管に接して広く切り離し，それ

を適当な大いさの切片として紙を附着させた儘，腸間

膜面を下向きにしてMann氏の固定液（1％オスミウ

ム酸液と二乗飽和生理的食塩水との等量混合液）に室

温で1時間作用させ，12－24時間水洗を施す．斯うす

れば組織は僅かに萎縮し，その周囲に少しく紙がはみ

出るようになる．この紙の端を鑛子ではさみ，水中で

緩やかに動かせば組織は容易にはがれて紙上から滑り

落ちる．その組織片を37。C，において0．6％オスミウ

ム酸液中に2日間浸漬し，充分水洗を行って型の如く

アルコール，キシロールを経てバルサムで封入する．

オスミウム酸を使用する時にはオスミウム酸の散逸を

防ぐため，用うる瓶を密栓して，暗所で行わなければ

ならない．

　又Neutralrot及びLightgfeen　SF　yellowish染

色は，採取せんとする腸間膜の両面に燐酸緩衡液で中

性にした1％オスミウム酸液をピペットで1滴宛滴下

し，冷温を円形カバーグラスの上に載せ，グラスの辺

縁に沿って切り取って，2％オスミウム酸液から放散

する蒸気で2時間固定し，約10分間水洗後：Neutral－

rotの2％水溶液及びLightgreen　SF　yellowishの

2％水溶液で染色した．

皿．研究　成績

　　　第1節各種動物の平常時における形態

　1．海　瞑

　O鍍銀法：一般に1本の糸状からなる単純な円

形，馬蹄形或いは分岐吻合並びに屈曲する網状体，又

は縮合した小塊状で核に接して存在する（第1図及び

第18図）が，血管の附近に存在する細胞においてぽそ

の外，拡張して蛇行するものや，経れて核を纏絡する

もの等の多くを認める（第2図及び第19図）．

　Oオスミウム浸漬法；極めて繊細な糸状体からな

り，屈曲分岐吻合して網状を呈し，核に接して或いは

それより少し離れた所に縮合して存在する．而してそ

の太さは上記鍍銀法におけるものと比べれば糸と毛髪

程の差がある（第3図及び第20図）．

　O：Neutralrot染色＝ゴルジ装置は核の一側にお

いて，分岐を出して一部核に接して全体としてバスケ

ット状を呈する糸状体からなるものが多い（第4図及

び第21図）．

　OLightgreen　SF　yellowish染色＝毛髪の焼け

縮れた如き屈曲した糸球状又は不規則な形の網工を呈

して核の一側に偏在するもの等が多く認められる（第

5図及び第22図）．

　2．白　鼠

　O鍍銀法：大多数は小糸掌状又はドーナツ状を呈

して核に接して或いは接近して網工を作る（第6図及
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び第23図）が，腸間膜に存在する血管の附近における

細胞のゴルジ装置の多くは，拡張して複雑な螺旋形或

いはその離断せられるもの等である（第7図及び第24

図）．

　0オスミウム浸漬法＝繊細な糸状体及び徴細な穎

粒体の組合せにより輪状を呈するもの或いは樹枝状を

呈するもの或いは念珠状を呈するもの等種々なる形態

のものを認める（第8図及び第25図）．

　3．二十日鼠

　O鍍銀法：白鼠における如く一般に糸毬状，金米

糖状，ドーナツ状等のものを多く認める（第9図及び

第26図）．而して血管附近においてはやはりその量は

増加し，糸状体の一部分断して，核の一側に散在し，

他部は延長して屈曲分岐蛇行し細胞壁に到達し，隣接

細胞に跨っているように見える二等も見られる（第10

図及び第27図）．

　0オスミウム浸漬法：細い糸状体のもの多く，波

状又は8の字形或いは懸疎な網状を呈する（第11図及

び第28図）．

　4．家　難

　O鍍銀法＝家門におけるゴルジ装置はその大いさ

一般に繊細で．形態も種々である．即ち糸状体が種々

屈曲或いは分断して核に接して或いはそれより少し離

れて或いは又稀ではあるが遠く離れて二二に集団する

ものが多い（第12図及び第29図）．血管附近の細胞に

おいてはコンマ状，三日月状又は糸毬状のもの等を多

く認め，一般に膨隆，拡大して増量している（第13図

及び第30図）．

　0オスミウム浸漬法：鍍銀法におけるものと同様

一般に繊細でその形状複雑を極める．装置を形成する

糸状体は二二に位して強く屈曲廻転し，或いは聚積

し，或いは拡散して大いさも大小様4である．多量の

装置物質の出現する細胞においては，糸状体，桿状

体，顯粒体を混．じてその全長核の長径より大なるもの

もある（第14図及び第31図）．

　　　　第2節　家難における発育的変化

　i．生理的発育

　生後3日目の初生雛のゴルジ装置を見ると，一般に

屈曲吻合する糸状態の密な網工を形成し，装置をなす

索状体は所々に結節状に肥厚を現わすもの多く，その

他念二三に連っているもの，穎粒状のもの，或いはそ

れらが混在して延長又は分散するもの等があり形態は

複雑である（第15図）．

　生後10日目におけるゴルジ装置は3日目のそれと略

ヒ似ているが，その量少しく減少し僅かに拡延してい

る（第16図）．

　生後40日目では形態はやはり種々であるが，装置を

形成する量が益々僅少となり縮合し，珠蠕状，螺旋

回，門門状等のもの多く認められるようになう（第17

図）．

　生後60日目となると網工繊細で二二となるが分散を

しないで縮合する（第14図及び第31図）．

　2．墨一腹腔内注入例

　生後3日目の初生雛の墨粒注入6時間後の所見．細

胞核と胞体辺縁部との中間部に茸食した墨粒を少量認

め，ゴルジ装置は前言帯した生後3日目の正常時のもの

より核に接近して存在し，且つ小型で痩回した糸状体

．からなる網二型のものを多く認める．

　12時間後になると，墨粒は胞体全般に散乱し，大多

数のゴルジ装置は屈曲する連鎖状或いはその分断状を

なして核周に又は胞体中間部に延びている．

　24時間後では，墨粒は核の周囲に多く負食され，ゴ

ルジ装置は益々小型になり，繊細な屈曲する短糸状体

或いは桿状を呈して核に接着するものを多く見る．又

中には一以下核に接着させ，他端で墨の粒子を抱き込

んでいるものも見られる．

　生後15日目の挙隅注入6時間後の所見は，墨粒を食

食していろ細胞は非常に少ないが，貧食しているもの

では核より少し離れた所に少量含有し，ゴルジ装置は

上記3日目の6時間後のものと殆んど変化を見ないが

多少延長している．

　12時間後では貧食物粒はやはり少量乍ら胞体中間部

に散在する．又ゴルジ装置は一般に波状に拡がる懸粗

な網二型を呈する．

　24時間後における墨守は核の近辺に負食され，大多

数のゴルジ装置は著しく小さくなり，非常に繊細な糸

状体又は桿状体を呈するようになる．

　生後60日目の墨粒注入6時間後の所見は，極めて僅：

少の墨粒を貧食し，ゴルジ装置は前記した3日目，15

日目のものよりも亦僅かに減量して，門門に屈曲分岐

する細い糸状体の纒絡を見るものが多い．

　i2時間後においては，貧食された墨粒の位置は胞体

内に均等に拡がり，ゴルジ装置も少量の網工を呈して

僅かに拡延する．

　24時間後になると，平門は二二に多く負食され，ゴ

ルジ装置は極めて繊細且つ小型となり，殆んど塵埃状

の外観を呈して核に接着する像を認める．
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IV．所　見　総　括

　平常時の海膨，白鼠，二十日鼠，家門におけるゴル

ジ装置の態度は，動物の種類及び細胞の場所によって

聯か異ぢるが，一般に核に近接若しくは接着して分岐

吻合を営む糸状体，又は諸所に小さな結節を有する索

状体，或いは種4の長さに分断する桿状及び四四体か

ら形成せられ，密な或いは疎な形態を呈する．しかし

血管の近辺に存する細胞にあっては，屡々拡大し屈曲

して核を纒絡するもの，隣接二細胞に跨る像を示すも

の，或いは又糸状体は多数の桿状体及び穎粒体に分散

するもの等の多くを見る．又染色法によっても異な

り，鍍銀法では前回で太く，オスミウム浸漬法では細

く，Neutralrot及びLightgreen　SF　yellowish染色

では繊細で各々不規則な形態を呈す．即ち腸間膜被蓋

細胞におけるゴルジ装置の正常像は種々雑多で，実に

複雑な形態を有する．

　次にゴルジ装置の生理的発育過程を万難を以て観察

すると，先ず生後3日目の種々の形態を呈する梢ヒ太

い装置が10日，40日，60日と発育するに従って漸次縮

小し，且つ繊細となる（第32図）．

　墨粒を腹腔内に注入して刺戟した時の生後60日迄の

ゴルジ装置の発育変化は，生理的の時と同様にやはり

漸次縮小，繊細となる傾向を有するが，この時は，は

じめの3日目から極めて細くて霧粗な小型のものが多

い．引墨粒注入後6時間，12時間，24時間といった時

間的には，漸次縮小，分離の経過を辿る（第33図）．

これは生後3日，15日，60日間何れのもの忙おいても

同様である（第34図）．

V．考

　　　第1節　平常時における形態及び位置

　ゴルジ装置は細胞の種類により胞体内においてその

態度に差異を示すことは，神経細胞においては典型的

な網状体を呈し，骨髄母細胞においては大多数半月状

の小体として認められること等で通常我々のよく見る

ところである．又、異った動物においては勿論，同じ

動物の同一臓器の同種細胞においてもゴルジ装置は，

生理的機能，化学成分の組成等によって夫々多少の差

異を示す．しかし同種細胞では一般的に共通する形態

を有するものである．例えば耳下腺，膵臓の腺細胞に

おけるゴルジ装置は，普通分岐吻合する糸状体の形を

以て存在し，血液における核分葉の多い中性嗜好性白

血球や淋巴球においては，殆んど小桿状体から成って

いること等である．ゴルジ装置がその細胞機能によっ

て変易せられることについては，Bergen（1904）はゴ

ルジ装置は分泌機能の初期においては簡単な形を呈

し，機能の進展に従って網状構造を示し，更に分泌物

を排泄するに至れば条網野を失い，終に分泌完了の際

は鍍染性の銀片として現われるに至る．而して常にこ

の周期を繰り返すものであるという．前田（1929）は

肝臓におけるゴルジ装置は摂食後約3時間で最高に達

し，次いで減弱するもので，鰻餓10日以上になれば著

しく減弱するのを見て，肝臓機能の充平したと認めら

れる場合に増強し，その機能減退を思わせる時間にお

いて減弱すると報告し，又石丸（1930）は片側副腎を

按

摘出して他側腎の機能を充進させるとこの時の副腎に

おけるゴルジ装置は著しく増量し著明な形態的変化を

現わすと述べ，浜崎（1933）は細胞の機能冗進に伴

い，ゴルジ装置は糸状の肥厚と複雑な網状化を観察

し，細胞内分泌頼粒が蓄積するに至ればゴルジ装置は

簡疎となり，且つ減量するものであるといい，阿原

（1930），弓削（1934）及びその他も同様な見解を下し

ている．腸間膜被蓋細胞におけるゴルジ装置に関する

私の所見について考えると，分岐吻合して不規則な網

工を形成する定型的な網状のもの，或いは二，三本の

糸を涙つたようにねじられ乍ら輪状を呈するもの（1

型）．1本の糸状体で不正円形を示すもの（皿型）．所

謂螺旋形を呈するもの或いは糸を両端で振って置いて

そのまま両端を合せた時に見られる螺旋状のもの（皿

型）．穎粒を長い或いは短い糸状体で連結する連珠形

のもの（IV型）．桿状体を形成するもの（V型）．穎粒

体を形成するもの（VI型）．以上の6型のうちの二つ

以上の組合せによる混合型（W型）等があって，糸状

体のものの分岐部はすべて梢ζ腫大している．以上の

如く種々な形態を有し，複雑であるがこれらを類別す

れば，網凸型，輪状型，螺旋型，連鎖型，唖鈴型，轡

型，混合型の7型となり（第35図），一般的には小形

の閉鎖網工型が多いことを認めるのである．しかし乍

ら細胞の存在する場所によって異なり，血管の附近に

位置する細胞のゴルジ装置は大型となって混合型が主
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位を占める．斯くの如く同種細胞においてすらゴルジ

装置はその形態に雑多な変動を来たすのは，恐らく各

細胞の生理的官能状態によるものであり，血管附近の

細胞におけるゴルジ装置が特異な形態を示すのは，こ

の部の機能状態が近くの血流のため，他の部における

よりも充即しているからであろうと思考せられる．

　ゴルジ装置は検出法の種類によってもその態度に多

少の変化を現わす．即ち鍍銀法によれば屡々銀粒子の

沈着を来たし，オスミウム浸漬法はゴルジ物質に特異

性あるものでなく，その鍍オスミウムの程度の進むに

従ってゴルジ装置上にオスミウムの沈澱が幾何でも生

じ如何程でも肥大して行く。色素による検出も特異性

はなく，特別の条件の外は様々な相異なる物質を物理

的に染色するものであって，決して特定の化学物質を

染色するものではない．

　又切片標本における時は，その切り方によって装置

のDimensionが大きくもなれば，小さくもなる．

　即ち単独な染色法による断面像のみを以てゴルジ装

置の形態を云々することは甚だ危険というべきであ

る．従って私はその検出に当り，何ら外力を加えない

自然の姿その儘の臓器に，許多の染色法を併行したの

で，比較的真に近い形態を立体的に観察し得たことと

思う．

　次にゴルジ装置の位置的関係について見ると，伊東

（1942）は入類血液の桿状核白血球のゴルジ装置は桿

状核の深い陥凹部の中に抱かれて存在し，分葉核白血

球においては数個に分葉された核の間に存在するとい

い，山下悟（1948）はマウスの皮下結合組織における

組織球のゴルジ装置は核の一側に偏在し，線維細胞で

は核の赤道の一側の辺りに限り，単核球では胞形質の

多い二又は核の陥凹部に核に接近して或いは核より少

し離れてあり，孔核白血球様細胞では孔核内に存在す

ると述べ，Cowdfy（1922），　Nassonow（1923），弓削

（1933）並びにその他の学者によれば，ゴルジ装置は

腺細胞においては常に核と細胞腺三思との間に存在す

るもので，機能状態の変動に応じてGolgi－Zone内に

おいて種々あ位置をとると．又石丸（1930）は副腎皮

質丁丁層のゴルジ装置は細胞索の一側を走る毛細管に

二っている核側で核に接着し，索状層，網状層におい

ては同列細胞柱の僻接する細胞に向いている核側に存

し，髄質では専ら細胞列間に存在する毛細血管に向っ

ている二二に聚記して存すると記載している．

　斯くの如く同種細胞におけるゴルジ装置の位置は，

細胞の機能状態によっては種々な変位を来たすが，安

静時においては概ね共通する配置をとるものなのであ

ろう．しかし乍ら私の行った被蓋細胞においては，核

の長軸側に存するものもあれば短軸側に位置せるもの

もあり，核からの距離も種々で一定する配置を見ない

のである．

　被蓋細胞の起源に関しては古くからいろいろと論議

されているが，現在では大体中胚葉性由来の細胞とな

つ｝（いる．梶本（1931），猪原（1934），尾崎（1935），

近藤（1936）の諸氏は，ゴルジ装置の態度を胚葉別に

観察を試みて，一般に外胚葉性の細胞においてはゴル

ジ装置は細胞核の全周囲に囲続型に存在し，内胚葉性

のものにおいては概して核から遠く離れて存在し，而

して中胚葉性の細胞においてはその位置は必ずしも一

律ではないと報じている．

　ここにおいて私の所見と考え合せるのは実に興味の

あることであり，発生学的に多少共訳するところがあ

るものと信ずる．

　　　　　第2節生理的並びに病態時に

　　　　　　　　おける発育的変化

　伊東（1942）は入類の骨髄母細胞のゴルジ装置は所

謂Hirschlerのdiffuse　Fofmを形成し，骨髄細胞

の装置は定型的の所謂：Hirschlerのkomplexe　Form

を形成し，前骨髄細胞の装置は，一部は　komplexe

Formであるがなお一部はdiffuse　Formを形成して

いる．後骨髄細胞，桿状核白血球と成長するに従い装

置は次第に濃縮するといい，柴田（1931）は歯芽細胞

のゴルジ装置はKomplex－Typusのものが殆んど全

部であって，幼若な歯芽の時代から硬組織完成期直前

に至る間，その形状の変化は僅少である．後，細胞の

萎縮に陥ると共に装置は断裂し融解すると述べ，又田

中（1928）はゴルジ装置は個体の発育よりも寧ろ各細

胞の成長に伴いこれと拉記して発育し，胎児と錐もそ

の細胞として発育の分化の完成したものは成熟型と異

なるところがないなどと報じているが，私の実験した

被蓋細胞においては，生後3日から60日に至る細胞と

しては完全に完成した成熟型のものであるが，成長す

るに従って漸次濃縮して小形となるのである．これは

出生後間もない時期においては，細胞の機能が充進し

ているために起る現象であろうと考えられる．

　常態細胞のゴルジ装置の形態が既述の如く細胞の機

能状態によってその態度を異にするところがら病態細

胞においてもその形態の変化することは容易に想像し

得るところである．即ち岡田（ig31）は胆汁諺滞によ

る神経細胞においでゴルジ装置の糸状は繊細となり，
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次いで分断して粒子となり，更に崩壊して塵埃状の微

細頼粒に変じ且つ漸次消失し，唯幽微なる痕跡を残す

に至るといい，青山（1929）は家兎の胃において，ピ

ロカルピン注射2時間後ではゴルジ装置は著明に断裂

し，4－8時間となるに従って減少するといい，沢田

（1935）は白鼠のLieberk曲n二二細胞の磯餓実験に

おいて，磯餓3日のゴルジ装置は輪廓不鮮明なる凝塊

及びその破片状に散乱するを見，機餓4日においては

穎粒の散在顕著にして，5－6日の高度な磯餓におい

てはゴルジ装置は全般に減少し，且つ癒合して凝塊状

を呈し，単純な穎粒は破片状に微細となると述べ，山

下秀之助（1928）は去勢白鼠甲状腺におけるゴルジ装

置の状態は，正常のものに比して一体に簡単なる構造

を示して網状を成さずに，唯，糸屑状，塊状，桿状を

呈し，時に点状に分裂し，甚だしきは微細頼粒状に細

胞体に密集すると述べている．

　又量的消長に関しては，小林（1930）は家兎のレチ

チン注射によってはゴルジ装置崩壊し，漸次減少して

遂には消失すると報じ，阿原及び小田（1933）は癌前

駆期においてはゴルジ装置は著明な発育増量を来た

し，悪性化するに従い次第に減量し，且つ形，位置等

が不規則になると記載している．斯くの如く病態時に

おいては，ゴルジ装置は一般にkomplexe　Formから

diffuse　Formへと変形し，量的には漸次減少を来た

す．

　私は墨粒を家難の腹腔内に注入して，刺戟下におけ

る腸間膜被蓋細胞のゴルジ装置の形態をしらべたので

あるが，年齢的には，：最初複雑な三二を形成していた

ものが，段々縮小して漸次簡単な形態をとるようにな

り，そのDimensionも漸次減少を来たすのを見，時

間的には，分離且つ減量の傾向を示すを認めた．この

網工状が分離状に移行するということは，komplexe

Formからdiffuse　Formに変化するという一般的病

態変化であって，又そのDimensionの減少は前記の

私の実験において示した如く，生理的においても見ら

れることであり何も病態時特有の変化ではない．

　即ち病態時におけるゴルジ装置の発育過程は，その

生理的の発育変化に一般病態時の変化の加わった道程

を辿るものなのであろう．

VI．結

　海猿，白鼠，二十日鼠，家難を用いて，その腸間膜

の被蓋細胞におけるゴルジ装置の形態を検索し，次の

如き結論を得た．

　1．平常時におけるゴルジ装置は一定した形態を有

せず種々雑多の型を示す．

　2．複雑な本細胞のゴルジ装置を類別すれば，網工

型，輪状型，螺旋型，連鎖型，唖鈴型，山型，混合型

の7型に大別される．

論

　3．一般に小形網工型が多いが，血管附近では大形

となって混合型が主位を占める．

　4．出生から60日迄に至る家難の生理的発育過程に

おいては，ゴルジ装置は漸次，縮小繊細となる．又漿

膜の刺戟時には縮小，分離の傾向を示す．
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腸間膜被蓋細胞におけるゴルジ装置 1253

の皮下結合組織細胞のプラストゾーメンとGolgi

装置．解剖学雑誌，第23巻，第4号，昭和23年．

65）Zawarzin，　A・3　Beobachtungen　an　dem

Epithel　def　Descemetschen

mikr．　Anat．，　Bd．74，1909．

Membran，　Afch，

第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第11三

二12二

丁ユ3図

第14図

第15図

第16二

二17図

海瞑の鍍銀法による一般的形態

同　血管附近における形態

海猿のオスミウム浸漬法による一般的形態

同　Neutralrot染色による一般的形態

同L，ightgreen　SF　yellowish染色による

一般的形態

白鼠の鍍銀法による一般的形態

同　血管附近における形態

白鼠のオスミウム浸漬法による一般的形態

二十日鼠の鍍銀法による一般的形態

同　血管附近における形態

二十日鼠のオスミウム浸漬法による一般的

形態

家難の鍍銀法による一般的形態

同　血管附近における形態

乱訴のオスミウム浸漬法による一般的形態

（生後60日目）

オスミウム浸漬法による二二の生後3日目

の形態

同　10日目の形態

同　40日目の形態

写真及び附図説明’

　　　　　　第18図

　　　　　　第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32図

第33図

第34図

第35図

第1図の摸式図

第2図の　同

第3図の　同

第4図の　同

第5図の　同

第6図の　同

第7図の　同

第8図の　同

第9図の　同

第10図の　同

第11図の　同

第12図の　同　　　　．

第13図の　同

第14図の　同

家難の生理的発育過程

家記の墨粒腹腔内注入による時間的変化

同　年齢的変化

腹膜被蓋細胞におけるゴルジ装置の分類

（1型…網七型，皿型…輪状型，皿型…螺

旋型，IV型…連鎖型，　V型…唖鈴型，　VI型

…球型，W型…混合型）．
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